
サイカチの木を守る会 

～見学会と語る会～ 
 

JR館山駅から市立図書館に向かう路地に、「サイカチ」と呼ばれる老木があります。せまい通りを占領するじ

ゃまな存在と見られがちですが、なぜ伐らずに残されてきたのでしょうか。サイカチは「皀角子」「皀英」と書かれ、

発音が「再勝」に通ずるため、縁起の良い木として大切にされてきました。また幹や枝に鋭いトゲがあるので、

門や柵の周囲に備え、転じて鬼門除けの木とされたといいます。もっとも重要なことは、いざというときに葉が食

用、実が洗剤、さらにはトゲが解毒剤になり、日々の生活のなかにとても役立っていたことです。元禄地震では、

この木によじ登って津波から助かったという話も語り継がれています。 

樹齢 1,000年を超えるサイカチは、先人が残してくれた「たてやま遺産」です。私たちは、この大切な宝もの

を次代に伝えるため、「サイカチの木を守る会」を発足することになりました。つきましては、多くの皆さまにサイ

カチを知っていただきたく、「見学会」と「語る会」を企画いたしました。どうぞお気軽にご参加ください。 

 

記 

 

サイカチの木 見学会 

日時＝平成 23年 3月 13日（日）10:00～12:00 

場所＝館山市北条 1754番地先 

参加費＝無料 

内容＝サイカチの樹勢調査 

サイカチの洞内見学 

サイカチの長寿要因の説明 

サイカチの木を語る会 

日時＝平成 23年 4月 9（土）13:30～16:30 

場所＝菜の花ホール（館山市北条） 

参加費＝無料 

内容＝「サイカチの木を守る会」について 

     サイカチの樹勢について 

詩、朗読、参加者発言等 

     サイカチの木の保存活用計画について 

主催：サイカチの木を守る会   問合先：齊藤陽子０４７０－２７－５８６７ 

※どちらも駅から徒歩５分です。お車の場合は、館山市立図書館裏の中央公園駐車場をご利用ください。 

    


